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９／２３(金)に平成２８年度第２回家族会を開催しました。

今回は『口から食べることへの取り組み』と題して事例の報告と『なんぐん館の現状（入

所、通所リハビリの現状）』の説明を行いました。『口から食べることへの取り組み』では、

ある女性入所者の事例を報告しました。その一部を少し紹介します。

今も、娘さんはあの時と変わらず「これなら食べるかな」と考え、昔好きだった物を持って来

られています。そして、今も口から食べることを楽しんでいらっしゃいます。その光景は親子の

愛でいっぱいです。と、事例の紹介をさせていただきました。また交流会では、ご家族それぞれ

の体験談を話していただき、みんなで泣き笑いしながらの温かい家族会となりました。共感し合

えることで気持ちが楽になった方もいらっしゃったようです。

次回は来春を予定しております。大勢の方のご参加をお待ちしております。

支援相談員 守口法子

褥瘡委員会勉強会 9/16
今回は、県立南宇和病院より二人の認定看護師をお招きし、

「食事・水分量が減っている利用者の対応」と「褥瘡のケア

方法」について講演していただきました。認知面の低下によ

り、食べることが困難となった時、一人一人の生活背景を知ることが大切であることやポケット

（空洞）のある褥瘡に対し、今施設で行っている処置方法の確認ができ、とても多くのことを学

ぶことができました。 看護師 宮崎逸子

南宇和高校インターンシップ

全国介護老人保健施設大会 in大阪
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９月１４日から１６日まで、全国介護老人保健施設大阪大会に参加し

て来ました。全国各地の老健施設が取り組んできた事例の発表を聞い

て、今後成長し続ける施設を目指し、新たな取り組みや、これまでして

きた事の強化をしていかなければならないと感じました。

支援相談員 豊岡秀晴
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